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治療 ( c h r o n oth e r a p y) は
, 副作用 を軽減する こ

と で投与量 を増加 させ
, その 結果抗腫癌効果 の 増

強が 期待で き る治療法で あ る . 本研 究の 目的は ,

抗癌剤の時間治療が大腸癌肺転移に対 し有効か否

か を検討する こ とであ る .

【方法】 対象は大腸 癌術後に切除不能な肺転移

巣が出現 した 12 症例で あ っ た . 男性 6 例, 女性 6

例で あり, 年齢 は 40 才 -

85 才 ( 中央値 69 才)

で あ っ た . 原発は結腸 7 例, 直腸 5 例で あり, 時

間治 療と して P M C 療法 ( 週 1 回 5 - F U 6 00 m g /

m
2 を 9 暗 か ら 24 時間 か け て 静注 し

,
U F r 40 0

m g / d a y 週 5 - 7 日間経口投与を併用) を外来で

施行 した
.
P D の 場合に は 5 - F U の 投与量を段階

的に 1 50 0 m g/ m
2
/ 2 4h まで 増量 した . C F r - ll ＋

C D D P は 1 7 暗か ら 19 時に外来で 点滴静注 した
.

治療期間 は 3 - 3 8 か月 (中央値14 か月) であ っ

た
.

【結果】p R は 7 例 , S D は 4 例 ,
p D は 1 例で あ

っ た . G r a d e 3 以上 の 副作用 は なか っ た .

【結論】 抗癌剤 の 時間治療は大腸癌肺転移に 対

し有効で ある . 時間治療 は, 副作用 の 発現 を低下

さ せ抗腫癌効果 を高め る こ と に より, 安全な外来

化学療法を長期間可能にする .
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【目的】 大 腸癌局所再発例 に対 する外科 的切 除

の 意義を検討した
.

【対象】 過 去4 年間に外科 的切除を行 っ た大腸

癌局所再発6 例 (8 回) .

【結果】 初回手術か ら局所再発手術まで の 期 間

は 2 年 4 ヶ 月か ら 5 年 9 ケ 月 . 初回手術 の 局在は

直腸 4 例, 上行結腸 1 例, 横行結腸 1 例. 初回手

術後補助化学療法は 3 例に施行 . 再発に対する手

術術式は
, 再発腫疫の み の切 除 2 回, 腸管切除1

回, 周囲臓器合併切除5 回 . 手術時間は 50 分か ら

39 5 分 , 出血 量 は 2 0 m l か ら 2 22 0 m l , 術後合併症

は骨盤 死腔膿癌1 例 . 無再発生存中 は 2 例 (1 年

7 ケ 月,
4 年 3 ケ 月) , 再発生存中は 2 例で い ずれ

も大動脈周囲リ ン パ 節再発で化学療法施行中. 磨

病死 は 2 例で局所 および遠隔再発 し,
い ずれも再

発手術時に組織学的に痛が遺残 した症例.

【まとめ】 大腸癌局 所再発 に対 する外科 的切除

は周囲臓器 の 合併切除とな る こ と が多い が , 完全

切除が行われれば予後 は期待でき る .
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【背景】 乳癌の 術前化学療法 ( N A C) の 目的 の

一

つ に抗癌剤の 生 体 内感受 性試験 があ り, N A C

に対する反応性は予後因子 と して重要で ある .

【目的】 N A C 不応例 の 臨床病理学的特徴を明ら

か にする .

【対象】 当科 にて N A C を施行された 1 42 症例中

P D であ っ た 12 症例.

【結果】 不応例 に は 50 歳未満, 閉経前,
T 4 b

, 充

実腺 管癌,
n u cl e a r g r a d e 2 o r 3 ,

E R (
-

) ,
P g R

( - ) ,
H e r2 ( - ) の 特徴が あ っ た . 術後早期再発

死 亡 症例 は t a x a n e
,

a n 也r a c y cli n e 両 者に 不 応 ,
2

年以上 無再発生存 して い る症例は t a x a n e に不応 ,

a n th r a c y cli n e が有効だ っ た .

【まと め】 N A C 不応 で術後早期再発死亡症例 は

50 歳 未 満 , 閉 経 前 ,
T 4 b

, 充 実 腺 管 癌 ,
hi gh

n u cl e a r g r a d e
,
E R ( - ) ,

P g R ( - ) ,
H e r2 ( - ) ,

t a x a n e , a n th r a c y cli n e の 両者に 不応, と い う臨床

病理学的特徴を有す.
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現 在 , 癌 患 者 の 標準的 な 痔 痛治 療 法 と し て




